
議事 (2)
情報システム全体最適化、市役所のD X推進の取り組み

【報告事項】

①  これまでの取り組み

②  クラウド接続系ネットワーク（※）稼働後の課題と
 今後の対応

③  新財務会計システムの本格稼働

④ D X人材育成の方向性と取組

（ ※ ）これまで「コアネットワーク」と表現していましたが、目的やサービス
内容をより明確に反映し、職員にとっても理解しやすくするため、本委員会から
「クラウド接続系ネットワーク」へと名称を変更します
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項 目 内 容

①背景（経緯）

・前橋市DX推進計画（2021-2025）では、ビジョン（実現したい未来）として、「デジタル技術と
データの活用を推進し、住民本位の行政及び地域社会を実現する」を掲げている。

・重点事業の１つである「市役所のDX推進」では、2025年問題（団塊の世代が75歳以上になり
医療・介護ニーズが増大）や2040年問題（高齢者人口がピークに達し労働力不足が深刻化）の
到来に備え、今後、市役所職員数の減少など経営資源が大きく制約されることを前提として、
職員が住民への直接的なサービス提供や職員でなければできない企画立案業務に特化できること
を目指している。

・こうした状況を踏まえ、令和４年度中に、現行のLGWAN端末及びネットワーク、グループウェ
ア（Notes）の更新を予定しているが、これらが単なる既存環境の維持に留まるのではなく、
これからの時代に合った働き方や職員の生産性向上を実現することが求められている。

②目的
（実現したいこと）

新たなコミュニケーション基盤（モバイル端末、Microsoft365等のクラウドサービス利用等）を
導入し、業務の手順やルールを紙中心からデータ中心へと移行させることで、業務の性質やライフ
サイクルに合わせて最適な場所や時間を選択できる柔軟な働き方や、データが持つ性質（※）を活か
した業務効率化と価値創出を実現する。

（※）劣化しない（移動・複写・保管）、文字・音声・画像を一体に扱えて媒体も多様、高速（通信・大容量）

【対象者】 全職員（消防職、技能労務職除く）
【対象業務】内部事務のうち現Notesで行っている業務、紙により行っている業務

背景・目的 第３回委員会資料引用
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導入のポイント（①端末と通信環境）

１ 端末：Chromebook（事務系職員）、Surface（技術系職員）

２ 通信環境の整備
（１）R4年度：市庁舎（本庁及び各拠点）に無線LAN環境を構築し、効率的な場所に持ち運んで仕事ができる
（２）R5年度以降：現場（庁外）で仕事をすることができる環境を整備予定

firewall

個人番号
利用事務系

分
離

LGWAN系

firewall

分
離

LGWANメール

【新規】クラウド接続系

クラウドサービスを利用した内部事務システム構築
（Microsoft365、財務会計、文書管理など）

firewall

分
離

インターネット系

外部とのメール
Web閲覧

第３回委員会資料一部更新
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導入のポイント（②コミュニケーションのデジタル化）

オープン

クローズ

非対面対面

電話

【３つのコンセプト】

①  紙からデータへ

②  クローズ（１対１、ブラックボックス）からオープン（多対多、ナレッジ共有）へ

③  同期（対面、電話）から非同期（ビジネスチャット、プロジェクト管理）へ

メール

ビジネス
チャット

プロジェ
クト管理

②、③

【新規・更新】
文書管理

・
財務会計
システム

紙起案

②、③

掲示板
Web
会議

対面の
会議

①、②、③

③

Microsoft365

第３回委員会資料一部更新

今の
主流

これからの
主流
(2023～)
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みんなで環境変化を乗り越える
（コミュニケーションに必要な時間割合を変える）

現在
（2000年）

対面の会議

内線電話

インターネット
メール

対面の受付

対面の相談

対面の報連相

ＦＡＸ

Notesメール

LGWANメール

外線電話

来年度
(2023年)

対面の会議

インターネット
メール

対面の受付

対面の相談

Teams会議

ＦＡＸ

Teamsチャット

LGWANメール

外線電話

計画期間
(2025年)

対面の会議

インターネットメール

対面の受付

対面の相談

Teams会議

ビジネスチャット

Teamsチャット

LGWANメール

外線電話

電子申請

内部コミュニ
ケーションのDX

BtoBコミュニ
ケーションのDX

BtoCコミュニ
ケーションのDX主

に
対
地
域

主
に
対
取
引
先

主
に
対
職
員

国県他自治体

①

②

③

非効率な道具の
効率化から道具
を変える発想へ

第４回委員会資料引用

(Business to Customer)

対市民

(Business to 
Business)

対企業
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これまでの取り組み ※2023年1月以降

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

2021年3月

DX推進計画策定
（５年間）

●2021年4月

WG活動開始
●2021年11月

WG活動拡充（計13WG）

●2022年4月

DX枠予算の創設

現計画
終了

組織、規範、予算

基盤、サービス

●2021年10月

クラウド環境の業務試行
  （chromebook、MS365）

●2022年5月

文書管理システム及び
財務会計システムの調達

●2021年4月～

全階層別研修で
DX講義

●2022年4月、10月

部課長及び係長級職員向け研修（ドコモ吉澤相談役講演）

●2022年8月

DX入門研修（職員課）●2021年7月

DX推進員研修（前橋工科大学福田理事長講演）
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●2023年2月

WG活動報告会

●2023年1月～

職員へモバイル端末（Chromebook・surface）配付
所属へのモニター配付、無線LAN環境・USBドングル配付

●2023年4月～

Microsoft365利用開始

●2023年4月～

文書管理システム稼働

●2023年9月～

財務会計システム（予算編成）稼働
●2024年4月～

財務会計システム（全般）稼働

現在

●2023年4月～

WG活動の再編

クラウド接続系
ネットワーク導入

第５回委員会資料一部更新
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（前提）具体と抽象を行き来し、コミュニケーションギャップを解消する

具体具体

抽象

ギャップ

【具体と抽象の特徴比較】

具体 ・直接目に見える
・「実体」と直結
・個々の属性
・１つ１つ個別対応

抽象 ・直接目に見えない
・概念であり、「実体」とは一見乖離
・二者以上の関係性、構造
・集合（分類してまとめて）対応

変革期安定期

抽象度

低 高
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実現したい働き方

１ 仕事の効率化と時間の最適利用
２ 情報共有とコミュニケーションの向上
３ 働き方の柔軟性とリモートワークの推進
４ 生産的な職場環境の実現

実現したい働き方

※庁内アンケート （ 9 / 1 2 - 2 5 、 n : 1 , 0 5 0 ） の結 果

10



業務端末の利用状況

ＬＧ系端末を使用している方が８割を超える

①
グループウェア

（コミュニケーション基盤）
としての利用

例：メール、会議招集、会議室予約、各種DB 等

②
個別業務システムの入口、

ファイルの保管場所
としての利用

例：◯◯管理システム、Hドライブ等

11※スライド17、23で説明



①グループウェア（コミュニケーション基盤）としての利用

【前提】
・令和6年6月1日にNotes（ノーツ）製造元の保守終了 ※壊れたら終わり
・令和5年度末の人事異動時におけるID更新は「組織ID」のみとし、「個人ID」は更新しない
※個人IDのメール、カレンダー機能は使えなくなります

【対応の方向性】
・順次、クラウド接続系ネットワーク（Microsoft365利用）に移行する
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移行するツールと対応時期・方法
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・メール、カレンダー登録、会議招集については、R5年11月1日から順次移行してください
・その他全庁的に利用する機能は、R6年1月1日から移行開始を予定しています

移行ツール 対応時期 対応方法

メール

R5.11.1-
順次移行
(R6.1.1-
完全移行)

・従来のメール機能はTeamsへ移行
・国や他自治体との連絡調整は、継続してLGメールを使用

カレンダー登録 ・Outlook予定表を利用

会議招集 ・Outlook予定表またはTeamsカレンダーを利用
・会議招集された内容は、Outlookメール・予定表またはTeamsカレン
ダーから確認

会議室、
公用車予約

R6.1.1-

・Outlookのカレンダー登録に合わせて予約

全庁掲示板

・全庁ポータル（Sharepointサイト）上に機能追加

簡易電子決裁

定形書式

情報DB

事務分担表



個別課題の分類と対応

個別課題の分類と対応

１ 境界型ネットワーク に関する改善
２ コミュニケーションルール に関する改善
３ 学習機会 に関する改善
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１ 境界型ネットワークに関する改善

・システム構成イメージ（現状）
・システム構成イメージ（今後）
・現状と今後の間を埋める取り組み
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システム構成イメージ（現状）

firewall

個人番号
利用事務系

分
離

LGWAN系

firewall

分
離

クラウド接続系

firewall

分
離

インターネット系

住民記録 戸籍

税

・・・

年金

LGメール

・グループウェア（Notes）及び財務会計システムは、LGWAN系からクラウド接続系へ再構築
・個別業務システム（オンプレミス）は、目的・性質・契約期限等を考慮し、クラウド移行の是非を検討

LGWAN-ASP

グループウェア

Notes

パブリッククラウド

財務会計

文書管理

個別業務
システム
(オンプレ)

Microsoft365

インターネット
メール

Web閲覧

自 治 体 情 報
セキュリティクラウド

国保介護
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システム構成イメージ（今後）

firewall

個人番号
利用事務系

分
離

LGWAN系

firewall

分
離

クラウド接続系 インターネット系

住民記録 戸籍

税年金

LGメール

・クラウド接続系に業務システムを集約するとともに、対企業（BtoB）・対市民（BtoC）のコミュニケーションの
早期具現化を目指す

・境界型セキュリティ対策のあり方は、国の動向（次期LGWAN、ゼロトラスト検討等）を注視しながら適切に対応

LGWAN-ASP パブリッククラウド

財務会計

文書管理

個別業務
システム
(オンプレ)

Microsoft365

インターネット
メール

Web閲覧

自 治 体 情 報
セキュリティクラウド

個別業務
システム
(クラウド)

firewall

分
離

・・・

国保介護

縮小

BtoB

BtoC

境界型セキュリティのあり方
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現状と今後の間を埋める取り組み

・クラウド接続系に業務システムを集約するとともに、対企業（BtoB）・対市民（BtoC）のコミュニケーション
の早期具現化を目指す。
【例】対企業（BtoB）：電子請求や電子署名等のクラウドサービス利用、Teamsへの契約先参加 等

 対市民（BtoC）：電子申請のクラウドサービス利用（BtoBのファイル収受としても利用可想定） 等

・加えて、国の動向を注視しつつ、境界型セキュリティのあり方についても適切に対応していく。

・これにより、業務履行に必要な市役所内部及び外部とのコミュニケーションがシームレスに行える環境が、
順次構築されていく。

・その一方で、上記環境の構築までには相応の期間が見込まれるため、時限的な経過措置として、
境界型ネットワークに起因する作業負担を和らげる対策を講じる。
【例】LGWAN系⇔クラウド接続系間のファイル交換を低減する方策として、ファイルサーバとのドライブ連携

・また、クラウド接続系での業務効率化手法については、BPR事例の創出・横展開を通じてその実践を促す。
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２ コミュニケーションルールの改善

・コミュニケーションルール統一の必要性
（コミュニケーションポリシー）

・スケジュール、会議招集の一元化
・チャネル、チャットでテンポよく
・ファイル管理及び保存



コミュニケーションルール統一の必要性

前橋市コミュニケーションポリシー（R5.4）抜粋
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スケジュール、会議招集の一元化

移行ツール 対応時期 対応方法

カレンダー登録 R5.11.1-
順次移行
(R6.1.1-
完全移行)

・Outlook予定表を利用

会議招集 ・Outlook予定表またはTeamsカレンダーを利用
・会議招集された内容は、Outlookメール・予定表またはTeamsカレン
ダーから確認

21

・組織全体としてスケジュール調整の手間を減らすため、Outlookのみで対応してください。
（ノーツのカレンダー機能は使わないでください）

・基本的なルールとして、ご自身のスケジュールは必ず入力してください。

・会議招集者が、招集後に、電話やチャットで確認をしなければならないようなことは、
無くしましょう。

・利用方法は、ノーツ全庁掲示板からご確認ください。



22



ファイル管理及び保存

23

・LGWAN系ファイルサーバ（Hドライブ）による管理から、
クラウド接続系Sharepoint（ドキュメントのサイトライブラリ内）による管理へ移行してください

・データの保存ルールは、各所属における業務の性質や実情に合わせ、個別に判断していただき
ますが、以下３パターンを例示します。
パターン①：現行Hドライブの保存ルールを踏襲
パターン②：文書管理システムの綴名称単位
パターン③：財務会計システムの予算事業単位

・詳細については、後日、別途通知等を予定します
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３ 学習機会の改善

・段階に応じた学習プロセス
・チュートリアルの提供
・全庁ポータルの充実



段階に応じた学習プロセス

26

・ノーツからMicrosoft365への移行を円滑に進めるため、具体的な使用事例（ユースケース）に
当てはめながら、段階的に必要なスキルを習得できる機会を提供していきます。

移行ツール 対応時期

メール R5.11.1-
順次移行
(R6.1.1-
完全移行)

カレンダー登録

会議招集

例：Teams、Outlookの使い方

Q&A の配付



チュートリアルの提供

27

・Microsoft365の活用全般について、効果的な学習を支援する「チュートリアル」を提供します。
（準備が整い次第、リリース予定）

・これにより、利用者の基礎的な知識やスキルの習得を図ります。
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チュートリアルの提供



全庁ポータルの充実

29

・今後提供する各種機能については、順次、全庁ポータル内で機能追加を予定しています。
※ノーツおける「しんふぉにぃ」の役割を担います。
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新財務会計システムの本格稼働

１ スケジュール

１月中旬 契約管理システム稼働開始

４月１日 予算執行システムほか稼働開始

▶各システム稼働の１～２ヶ月前を目処にデモ環境の提供、研修等を実施予定です。

２ 新財務会計システムと文書管理システムの連携

・新財務会計システムで作成した帳票等を電子決裁で処理（支出命令書、施工伺等）

・会計室の支払審査を電子上で処理

▶紙で受領した請求書もスキャナで電子化して支払処理を行います。
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「クラウド接続系ネットワーク」へと名称を変更します
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総務省人材育成・確保基本方針策定指針に係る報告書（R 5 . 9 . 1 1）概要抜粋
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・デジタル技術やデータを活用し、業務プロセスの見直し（BPR）や
付加価値の高い行政サービスの企画立案を担っていく

・WG活動等の実践を通じて、各所属におけるＤＸの取り組みを主導する

①リーダーシップを発揮する：組織全体を変革する

③適応する：デジタルツールを理解し、適切に活用する

②実践する：仕事のやり方を変え、価値を生み出す

・マインドセット
・デジタルリテラシー

・ＤＸ推進のリーダーシップや全庁的なマネジメントを担っていく
・外部人材の活用により、足りないスキルを担保するとともに、
協業を通じて内部人材の育成を図る

D X推進に向けた３つの階層と求められる役割 第２回委員会資料一部更新

WG活動・DX推進員
（DX推進リーダー）

全職員

CIO
・

DX政策部門
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・eラーニング研修の提供（R5.11-）
・ツール作成研修の実施（R5.12-）

階層に応じた研修機会の提供

WG活動・DX推進員
（DX推進リーダー）

全職員

CIO
・

DX政策部門

35

・階層別研修の実施
・随時研修（集合型・オンライン型）の実施

②実践する：仕事のやり方を変え、価値を生み出す

③適応する：デジタルツールを理解し、適切に活用する

①リーダーシップを発揮する：組織全体を変革する



eラーニング研修（R 5 . 1 1〜）

DX推進員を中心に、体系的知識やツール活用のノウハウを習得するためのeラーニング環境を提供

36

体系的知識 ツール活用のノウハウ



ツール作成研修（R 5 . 1 2〜）

37

BPR推進WGメンバーを中心に、支援事業者の伴走を得ながら、実際に業務効率化アプリを作成する研修を実施
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